



























































データ 会話時間 参加者 参加者の関係 総発話 相づち
A／B－1 16分32 JF1／JF2・女性／女性 大学院の同期生 897 354 39．5％
A／B－2 11分07 JF3／JM4・女性／男性 大学院の同期生 611 259 42．4％
A／B－3 14分33 JF5／JM6・女性／男性 会社の同僚 794 350 44．1％



















































































































































y1話を重ねる機能 0　　　0．0％ 5　　15．6％ 18　（18）　　　　6．4％　（21．2％）
y2話を深める機能 0　　　0．0％ 12　　　37．5％ 16　（16）　　　　5．7％　（18．8％）
y3話を進める機能 0　　　0．0％ 3　　　9．4％ 28　（28）　　　　10．0％　（32．9％）
y4話を変える機能 0　　　0。0％ 3　　　9．4％ 8（8）　2．8％（9．4％）
y5話を戻す機能 0　　　0．0％ 0　　　0．0％ 4（4）　1．4％（4．7％）
y6話をはさむ機能 0　　　0．0％ 8　　25．0％ 7（7）　2．5％（8．2％）
y7話をそらす機能 0　　　0．0％ 1　　　3．1％ 4（4）　　1．4％（4．7％）
＊話を進める機能（継続） 1，213　　100．0％ 0　　　0。0％ 196　（一）　　　69．8％　（　　一　）













































































































































































































x2話をさえぎる機能 x3話をまとめる機能 x2話をさえぎる機能 x3話をまとめる機能



















想起 あ一、そっか。　　　　2 あ、そう。　　　　　　1 そうだよね。　　　　　2
あっ、そうだ。　　　　1 あっ。　　　　　　　　2 そ一そ一そ一そ一そ一。　2




あ、そうですが。　　　1 うなずき N　　　　　　　　　　　2 NN　　　　　　　　　　4





















































i）情報内容の不確定 継続（うん。うんうん。） x1話をうながす機能 話を進める機能（継続）
i）情報内容の調整
感情（へえ一一。ほお一。）
ﾛ定（あ、そう。そうかな。）
x2話をさえぎる機能 y2話を深める機能
凾U話をはさむ機能
凾P話を重ねる機能
血）情報内容の確定
承認（ああ。あ一一。）
､感（そ一そ一。ね？。）
[得（あ一、なるほど。）
ｯ意（うん。そう。）
x3話をまとめる機能 y3話を進める機能
凾Q話を深める機能
凾P話を重ねる機能
　i）情報内容が不確定な場合は、　「継続」の相づちで、話が先へと進むように相手をう
　　　ながす。話を正しく聞き取っていることが示され、話し手は話を先へと進められる。
　i）情報内容が予測に反する内容や否定的なものであったりする場合（情報内容の調整）
　　　は、「感情」「否定」の相づちを使い、話を理解するための情報を求めていること
　　　を示す。話し手は、聞き手が示す意外さや否定的な態度に気付き、y2前の話を言い
　　　換えて説明したり、y6前の話に関連する別の話を付加したり、y1前の話を繰り返し
　　　て、聞き手の理解をうながしつつ話を展開する。
　iii）情報内容が確定した場合は、　「承認」　「共感」　「納得」　「同意」の相づちを使い、
　　　y3前の話の結果や評価を述べたり、y2前の話を言い換えたり、y1前の話を繰り返
　　　す後続発話を付加し、情報内容の理解や了解を示す。話し手は、聞き手の理解の仕
　　　方が確認でき、後続発話や次の話題へと話を展開していく。
　本研究で明らかになった［x2話をさえぎる機能］の相づちを用いた「情報を導き出す方
法」、及び［x3話をまとめる機能］の相づちを用いた後続発話への連携を応用すれば、学
習者のコミュニケーション能力の向上を図ることができるのではないかと思われる。
注
1）本稿の「語り」の談話とは、アニメーションのストーリーについて2人の参加者が語り合う対話
　　のことである。
2）　「接続表現の文脈展開機能」とは、「文章・談話の文脈を先へと展開させ、完結し、統一のある
　　全体的構造を形成して、情報を伝達する働きのことである。」（佐久間2002：166）と定義されて
　　いる。
3）「ピングーと凧」は、渡辺文生（2003）の実験で使用されたものと同じ資料である。渡辺（2003：
　　7）は、「ピングーと凧」を選んだ理由として、①「所要時間が5分と適切な長さであること」
　　②「登場人物同士が音声でコミュニケーションを行っているが言語ではない」③「登場人物に関
　　する前提知識がなくてもストーリーを理解できる」④「粘土のアニメーションなので画面の情報
　　量が少ない（単純化された世界）」⑤「ペンギンの世界なので、インフォーマントの文化的背景
　　に左右されない」の5点を挙げている。本稿の調査資料として用いた理由は、渡辺（2003）の5点
　　の外、談話の参加者双方の情報量の差異による相づちの働きを見る上で適した資料であったこと
　　が挙げられる。
4）文字化規則は、ザトラウスキー（1993）に従い、本稿ではうなずきと笑いの表記を加えた。うな
　　ずきは「N」で示し、うなずきの繰り返しは回数を数えて記す。うなずきを伴う相づちは、発話
日本語の「語り」の談話における相づちの談話展開機能
　　の先頭に「の記号を付ける（例：「うん「うん）。笑いは、単独行為の場合、｛笑い｝で示し、実
　　質発話の中の笑いは生起箇所の始めと終わりを｛　｝で括る。なお、談話展開機能の前に記した
　　「↑」「↓」の矢印は、それぞれの発話が働きかける方向を示す。
5）「発話」は、「一人の参加者のひとまとまりの音声言語連続（ただし、笑い声や相づちを含む）で、
　　他の参加者の音声言語連続（同上）とポーズによって区切られる」（杉戸1987：83）単位であるが、
　　本稿では、「うなずき」も、音声の相づちに類する表現とみなし1発話として扱った。
6）「〈注目表示〉には『実質的な発話』と『相づち的な発話』がある。」（ザトラウスキー1993：70）
　　とされているが、本稿では、「相づち」の分類として参考にした。H一②納得、　H一⑦想起の相づ
　　ちは、本稿で新たに設けたものである。
7）今石（1993：99－100）は、「情報伝達の過程」における相づちの使い分けについて、「聞き手が話
　　し手の情報伝達の意図を確定した場合」と「不確定の場合」に二コ口、相づちの機能を「理解し
　　ている信号」と「理解している信号＋態度」に分類している。
8）本研究の談話データにはなかったが、例えば、「さっきもお父さんのペンギン怒ってないじゃん。」
　　という発話は、時間的背景を表す「さっきも」という表現を含め、y6「前の話に関連する別の話
　　をはさむ」機能を持っていると同時に、「別の話」が「y4話を変える機能」も表すため、［y6＋y4］
　　に分類される。
9）本稿では、「う一一ん」「あ一一」のように、相づちの形式の母音の拍が2拍以上の長さで発話さ
　　れるものを「延伸型」の相づちと呼ぶ。
10）例（3）の306JF7の相づちは、うなずきを伴わない小さな声で発したもので、話の流れに影響を
　　及ぼすものであると判断した。相づちの音声については今後の課題としたい。
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